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１ 開催目的 

 

 北広島市教育振興基本計画の策定に当たり、市民及び教育関係団体から、北

広島市の教育の振興に関する基本的な将来像、方向性、課題等についての意見

を求めるため、開催することを目的とする。 

 

２ 北広島市教育振興基本計画策定懇談会構成員名簿 

【令和元年度】 

 氏 名 所属等 備考（ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

会 長 板垣 裕彦 星槎道都大学 教授 学校教育部会 

構成員 伊藤 学 北広島市教頭会 学校教育部会 

構成員 井上 清人 青少年健全育成推進委員会 学校教育部会 副座長 

構成員 遠藤 末子 北広島市幼稚園協会 学校教育部会 

構成員 折内 大輔 北広島市教育研究会 学校教育部会 

構成員 河村 英俊 北広島市校長会 学校教育部会 

構成員 北川 由合子 図書館協議会 生涯学習部会 副座長 

構成員 新發田 恵美子 拓殖大学北海道短期大学非常勤講師 学校教育部会 

構成員 髙田 善公 北広島市 PTA 連合会 学校教育部会 

構成員 寺田 清隆 北広島市体育協会 生涯学習部会 座長 

副会長 寺林 俊夫 北広島市文化連盟 生涯学習部会 

構成員 橋本 勝晴 社会教育委員 生涯学習部会 

構成員 藤井 浩 文化財保護審議会 生涯学習部会 

構成員 吉田 眞隆 公募市民 学校教育部会・生涯学習部会 

構成員 由水 伸  星槎道都大学 学長補佐 学校教育部会 座長 

※五十音順（敬称略） 
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５ 北広島市教育理念について 

 

北広島市の教育理念（素案） 

 すぐれた知性と 豊かな心と 健やかな身体をもって 

    自然と創造の調和を図り、郷土の未来を切り拓く人を育む 

※この素案は、教育振興基本計画策定懇談会の懇談を深めるために作成した素

案であり、確定した教育振興基本計画のものではありません。 

 

５－１ 北広島市教育理念に関する懇談会の意見 

 

今の教育を終えた子どもたちは、地元の北広島に残らずに、札幌や本州の会社に勤め

ていってしまいます。 

親が一生懸命、精魂込めて育てた子どもたちが、大都市圏にとられてしまう状況にあ

ります。 

北広島の子どもたちは、郷土である北広島のすばらしい環境にあるけれども、この北

広島にとどまってくれる子どもたちになるのかなという心配をしていました。 

北広島らしい子どもたちを育てよう、教育して大人にしようとしたとして、それがう

まくいけばいくほど、北広島に住んでいかない子たちになるところに寂しさを感じてい

て、どういう教育理念を設定したらよいのかなという気持ちを持っていました。 

我々が育みたい子どもたちは、日本という国のための子どもたちなのか、この地のた

めの子どもたちなのか、これからの世界に向けての子どもたちなのか、その辺の視点を

考えなければいけないのかなと感じました。 

健やかな体をもってというところで、健康な人だけにスポットがあてられているので

はないかというアンケートの回答がありましたので、「健やかな」をどの辺までイメージ

しているのかなと、健やかなという言葉によって、そういう誤解を与えるニュアンスな

のであれば、ちょっと考えどころかなと、理念ならなおさらそう思いました。 

すぐれた知性という視点ですが、従来の知能偏重的な意味合いから、多重知能のよう

な様々な観点から能力をとらえなおす時代に変わってきているように思うので、知性を

学力などのどのような知識面で優秀なという風にとらえられないように工夫してほしい

と思いました。 

文章の中で、「と」が 2 つつながるのはどうなのかなと思いました。前回までの理念も

「と」が 3 つ並んでいるので、今さらなのかととも思いますが、「並びに」とするとまた

違うのかなと思いました。 
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 文法的な問題ですが、「と」つながりは、読んだときにリズムが良くないのかなと感じ

ますので、もう少し整理が必要なのかなと思いました。 

知性と心はつなげてもいいのかなと思いました。 

郷土について、日ごろ子どもたちになにを伝えていくのかと考えた時に、やっぱりま

ずは、地元をしっかり生きるということが重要かなと感じていて、私は郷土という言葉

に違和感はありませんでした。 

アンケートにもありましたが、平和という観念も大事にしていけたらいいのかなと感

じました。 

教育理念の中で、郷土の未来の「郷土」について、北広島なのか、北海道なのか、日

本なのかどういうふうに考えたらよいのか、よくいわれているグローバル社会の中で、

世界とあらゆる面でつながって、影響し合っている状況の中で、郷土に貢献するという

考え方を否定するわけではないですけれど、世界に羽ばたいてほしいという気持ちがあ

ります。違う表現がないものかと思いました。 

現在の教育理念である「すぐれた知性と 豊かな心と たくましい身体をもって 自

然と創造の調和を図り、進展する郷土社会へ貢献する。」の理念は、昔、農業社会だった

ころの名残りかなと思いました。 

郷土が地域のかたまりになっていて、まちが豊かになるために切り拓かなければなら

なかったし、そのためには身体も頑丈じゃなければいけなかったと思います。 

今、時代は変わり流動的になっています。 

北広島市であるが札幌市のベッドタウンでもあり、北広島市の人たちが北広島市で働

こうと思っても、働く場所も北広島市だけでは 100％吸収しきれていない状況の中で、

この教育理念は、現状に合っていないといえば合っていないような気がします。 

ただ、この郷土愛というのは、しっかり残るような形にしていただきたいと思います。 

北広島市とは、今は立場上、別のところで働いているけれども、いつかは北広島市に

戻りたいんだだとか、そういう気持ちが残るような、そういう郷土愛をもった人間で、

かつ現代風な形にならないのかなと思いました。 

郷土を愛することができなくて、日本だとか世界を愛することができるのでしょうか。 

自分の住んでいる地域に誇りを持って、その中で子どもたちも成長していって、世界

に羽ばたいていくのかなと思いますので、この表現でいいのかなと思いました。 

優れた知性の表現については、様々な角度から考えるとわからなくもないですので、

「豊かな知性と心をもって」とすればいいのではないかなと思いました。 

保護者にとっては、進学のことが一番関心のある事だと思っています。 

若い世代を、北広島市に呼び込むためには、北広島市は教育熱心だ、高学力だという

ことが、魅力あるまちになるのではないかなと思いますので、どこかに、北広島は高学

力を目ざしているんだということが盛り込まれてもいいのかなと思いました。 
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６ めざす人間像について 

 

 

めざす人間像（素案） 

希望を懐
いだ

く人   交流に励む人   成長に挑む人 

 

※この素案は、教育振興基本計画策定懇談会の懇談を深めるために作成した素

案であり、確定した教育振興基本計画のものではありません。 

 

 

６－１ めざす人間像に関する懇談会での意見 

 

和田郁次郎さんの、調和・協調・刻苦勉励という言葉こそ、教育理念ではないのかな

と思いました。 

説明の中に、入っていますが、もう少し大きく取り上げていいのではないのかなと思

いました。 

 今までの教育目標を発展的解消ではないですが、めざす人間像とするのは、今後の時

代を見据えていく中で、柔軟に対応していくということでいいと思いました。 

 

 このようにまとまった方が、わかりやすくて見やすくていいと思いました。 

目標がたくさんありすぎて、どの目標を目ざせばよいのかわからなくなってきていた

ところだったので、精査してわかりやすくしたのは良いと思いました。 
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７ 北広島市教育ビジョン及びテーマについて 

 

北広島市教育ビジョン（素案） 

生涯にわたる学びをとおして、誰もが活躍できる社会の実現    

 

テーマ（素案） 

大志をいだき未来を切り拓くまち・きたひろしま    

※この素案は、教育振興基本計画策定懇談会の懇談を深めるために作成した素

案であり、確定した教育振興基本計画のものではありません。 

 

【理念、ビジョン、テーマの説明】 

●理念  ～上位概念、普遍的な根本的な考え 

●ビジョン～理念を実現するための構想（10 年間で実現したい展望） 

●テーマ ～ビジョンを基調とした考え 

 

７－１ 北広島市教育ビジョン及びテーマに関する懇談会の意見 

 

最近読んだ新聞などから、学歴社会の時代から、今は、生涯に渡ってなにを学んできた

のかということを重要視するという考え方に文部科学省も変わってきているという話を

聞いたことがあります。 

生涯にわたる学びをとおして、誰もが活躍できる社会の実現ということばは素晴らし

いと思いました。 

めざす人間像の言葉は「懐く」は漢字を使っていますが、このテーマの「いだく」が平

仮名になっていますので、この使い方の違いの整理は必要だと思いました。 

希望を懐くの下に説明があるとよいと思いました。 
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８ 北広島市教育ビジョン・テーマを進める上での視点について 

 

□視点１ 生涯にわたる学習環境の充実と活躍できる環境の整備 

    いつでも、どこでも、だれでも、何度でも学習することができる学習環

境を整備するとともに、学習したことを活用できる環境を整備する視点 

 □視点２ 誰もが社会の担い手となるための学びの環境の整備 

    障がいの有無や、日本語指導の必要性、不登校、家庭環境など、多様な

観点からのニーズに対応した教育機会の提供を図り、一人ひとりの可能性

を最大化する視点 

 □視点３ 学校、家庭及び地域が一体となった教育力の向上 

    学校、家庭、地域住民、企業や行政等が、それぞれの役割と責任を自覚

し、相互が補完し合うなどの連携協力・協働により、地域の教育力の向上

を図り新たな地域づくりを進めていく視点 

 

※この素案は、教育振興基本計画策定懇談会の懇談を深めるために作成した素

案であり、確定した教育振興基本計画のものではありません。 

 

８－１ 北広島市教育ビジョン・テーマを進める上での視点に関する懇談会の

意見 

視点 2 の「誰もが社会の担い手となるための学びの環境の整備」というのは、未来志

向で良かったと思いました。 

今までの高学歴の方だけが社会の担い手となるという時代は、もう終わったといわれ

ている時代の中で、これから先、社会の担い手が誰になるのかは、非常に不透明になって

きている状況の中で、時代を先取りしたいい視点だと思いました。 

言葉の中で、障がいの有無と不登校を、多様な観点と並べたのは、どのような趣旨なの

かと思いました。 

障がいの有無というのは障がいの有無にかかわらずということというのがわかりやす

くなるとよいと思いました。 

 視点 2 の学びを社会の担い手となるためのものと捉え、その機会、環境を誰もが有す

るという意味で、とても良い視点と思います。 

そうなれば「誰もが等しく社会の担いて・・・」と強調したほうが良いかと考えまし

た。また、説明にあります「一人ひとりの可能性を最大化する視点」については、可能

性を活かす、または可能性が生きる、としたほうが良いように思いました。 
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９ 政策１ 「生きる力」を育む学校教育の推進 

  

施策 1 義務教育 9 年間の学びを支える教育活動の展開                

施策 2 豊かな心を育む教育の充実                         

施策 3 確かな学力を育てる教育の充実                        

施策 4 健やかな体を育てる教育の充実                       

施策 5 特別支援教育の充実                             

施策 6 社会の変化や課題に対応した教育の推進                    

 

 

 

９－１ 政策１に関する懇談会の意見 

 

○小中一貫教育について（義務教育 9 年間の学びを支える教育活動の展開について） 

小中一貫教育を推進するということですが、今の教職員数で実現可能なのかなと思いま

した。 

中学校の先生が小学校に授業に行った場合、そのカバーで小学校の先生が中学校の授業

ができるのかなと思いました。 

近年、中高一貫校も注目されていると思います。 

小学校で、中高一貫を見すえた力をつけなければいけないのかなと思いました。 

 

○確かな学力を育てる教育の充実について、特別支援教育の充実について 

確かな学力を育てる教育の充実と特別支援教育の充実について、学力を育てるためには

一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導が必要であるので、不可分なところもあるのかな

と実感しました。 

学ぶ楽しさや知る喜びを実感するためには、一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導が

必要な子どもたちもおりますので、そこはあまり分けて考えてほしくないかなと思いまし

た。 

 

○特別支援教育の充実について 

成果指標にある特別支援教育支援員と特別支援学級介助員の配置の現状値と目標値です

が、人員や予算だとかいろいろあると思いますが、子ども達の人数における特別支援が必

要な人数と学校の課業時間数などを踏まえると、１校当たり何人という指標は、子どもた

ちの現実を支える面では少し寂しいかなと感じました。 
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○キャリア教育について（豊かな心を育む教育の充実について） 

キャリア教育についてですが、学校の先生は、学校の先生しかやってないのがほとんど

だと思うので、一般の職業を体験してない方がキャリア教育をするのはとても大変なんじ

ゃないのかなと思っています。 

小学校や中学校におけるキャリア教育のあり方が、外部の講師を呼んでお話を聞くとい

うのもあるかもしれないですが、もっと身に詰まったというか、お父さんやお母さんはキ

ャリア教育の産物なわけなので、そういう身近な方のお力を借りるのもあるのかなと思い

ました。 

  

中学校の図書司書の配置について、市内 6 中学校に３人配置し、隔週で配置していた

だいていると思いますが、中学生になると本と離れるかもっと読むかの境界線の段階にな

ると思いますので、身近に毎日図書司書と会える環境があって、こういう本があるよと声

がけをしてくれることで、本に興味関心を持つことができると思いますので、ぜひ各校 1

人の配置の検討をしていただきたいと思いました。 
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１０ 政策２ 信頼され、魅力ある学校づくりの推進 

 

施策 7 地域とともにある学校づくりの推進                     

施策 8 9 年間の学びを支える教育環境の整備                              

施策 9 学校ＩＣＴ環境の整備 

 

 

１０－１ 政策２に関する懇談会の意見 

 

○地域とともにある学校づくりの推進について 

コミュニティ・スクールに関しては、それによって地域と学校のつながりが強くなっ

て学校の魅力もあがっていくのかなということで、市としても力を入れていただける

ということですので、私もお手伝いしていけたらいいなと思いました。 

 コミュニティ・スクールが導入されている西部地区ですが、コミュニティ・スクール

の事業以外でも、地域の方が主体となってお寺をオープンして、子どもたちが集まっ

て、そこでご飯を食べたり、宿題をしたりするなど定期的に行われていて、子ども達を

地域が支えていると実感しています。また、輪厚の児童センターが地域の方の手作りで

立ち上がっているように感じていて、センターが地域をつなげる役割も果たしていて、

子ども達の放課後や夏休みやなどの子どもたちの居場所として利用されているなと感

じました。そこに地域の方々が、それぞれの分野で活躍されているなと思いました。 

○教職員の働き方改革について（9 年間の学びを支える教育環境の整備について） 

教職員の働き方改革を推進していくというところで、例えばお盆の時は学校閉まっ

てますだとか、そういう場合の連絡は教育委員会に連絡してくださいだとか、やっと

一歩が始まったなと感じています。先生方の仕事と先生方自体の生活を確保するため

にも進めていただきたいなと思いました。地域力と家庭の教育力との連携の中で取り

組みが進められたら良いなと思いました。 

施策の８の「９年間の学びを支える教育環境の整備」の教職員の働き方改革につい

て、子どものために先生たちが思う存分働けるように働き方改革を進めていくという

視点だと思いますので、この施策の文言は、「専門スタッフの配置や校務支援システム

の活用等、教職員の働き方改革を推進し、教職員が本来担うべき業務に専念できる体

制の確保を図ります。」という風にした方がよいのかなと思いました。 

先生方の働き方改革が進められなければ先生方の確保ができないという喫緊の課題

なので、もっと緊迫感がある中身にした方がよいかなと思いました。 
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１１ 政策３ やさしく支えあう教育連携の推進 

 

施策 10 幼児教育・家庭の教育力向上への支援の充実                      

施策 11 教育相談体制の充実                            

施策 12 地域が支える健全育成活動の充実                      

 

 

１１－１ 政策３に関する懇談会の意見 

 

○幼児教育・家庭の教育力向上への支援の充実について 

幼児教育について、小学校就学前から小学校教育への円滑な接続に向けた取り組みに

ついて、これこそ地域も含めた取り組みが可能なのではないのかなと思いました。 

幼児教育や保育所の中で、わが子の発達や育てについて非常に不安や悩みをもってい

る保護者が増えてきている状況です。特別支援だったり、子ども発達支援センターとの

関わりであったりの中で、そういった家庭を支援していく取り組みなども盛り込んでい

ただければと思いました。 

ＰＴＡ活動を行う中で、なぜ今このイベントをしなければいけないのかということを

丁寧に説明して、教育的価値も説明して、それを行うことによってどういう結果になる

のかというの説明すると、保護者の方々が自発的に動いてくれた経験があります。うま

くいっていないＰＴＡ活動は、「これやってね、去年やったから」だとか、ただ押し付

けてしまうと不満が出てきてうまくいかないという話を聞きました。 

わかっているだろうとかではなくて、わかっていないかもしれないという立場に立っ

て丁寧に説明することでいろんなことがうまくいくのではないのかなと思いました。 

保護者や地域の方々が、自分たちが参加して教育を作っていくんだという気持ちにな

っていかなければならないという部分があると思う中で、ＰＴＡの活動もそうですが、

お父さんお母さん方には、学校のことをもっとよく知ってもらいたいと思っています。 

そうすることで学校の教育というものがより効率的にうまく進んでいくものになると

思っていて、ＰＴＡの活動の場がお父さんお母さんの学びの場としても活用されるとよ

いなと思いました。 

 家庭の教育力向上について、これまでも家庭教育の実践・啓発を行ってきたところだ

と思いますが、そこに来られない家庭をどうサポートするのか、いじめの未然防止など

につながる他者への思いやりや自尊感情などの気持ちの醸成というのは、家庭教育の中

での育みが重要になってくるのかなと思うので、そこが大事なのかなとも思っていまし

て、これまでの継続の取組だけでは厳しいのではないのかなと思いました。 
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○教育相談体制の充実について 

教育相談について、いじめ対策等北広島市でもしっかり取り組んできていただいてい

るところだとは思いますが、全国的にはいじめの件数が増えつつあるという状況があり

ますので、これも見込んだ対策が必要だと思いました。 

○地域が支える健全育成活動の充実について  

「子ども 110 番の家」の支援について、こうした活動は地域の皆さんと協力し合った

犯罪への抑止力、子ども達を守っていくという意識を高めるものになると思いますの

で、ぜひ進めていっていただきたいと思いました。 

現況と課題の中で、インターネット上での新しい形のいじめが書いてまして、基本的

方向でもいじめの未然防止などについて記載があるのですが、施策にこれに対する取り

組みが書かれていないので、気になりました。ある市町村で、気軽にインターネットに投

稿した裸の画像のちょっとした背景の画像などから、それがどこの誰が投稿したという

ことが特定されてしまう時代であるなどの事例が紹介できる専門家による授業を継続的

に行ったところ、そういったいたずら等が激減したということも聞いたので、そういっ

た具体的な取り組みも施策に盛り込んでいただければと思いました。 

成果指標で、放課後子供教室の実施校数を増やすというところですが、児童センター

に専門のスタッフも配置されていることから、場所も人員も整備されているので、学校

の負担やボランティアの統合を含めて、一部を児童センターに担ってもらうなどを考え

られたらと思いました。 

自己肯定感や自己実現の喜びが味わえる活動の充実が、いじめをなくすための工夫に

つながるといわれています。近年、ネットゲームにはまっていて、学校に出てこない子ど

もたちがいます。夜中、朝方までゲームをやっていて、朝になって寝るものだから、学校

に出てこれない、そういう子どもを現実の世界に引き戻すのにはものすごいエネルギー

がいります。でも、そういう子どもたちにとっては、そこまでしたい世界が向こう側にあ

って、現実の世界では勉強が苦手な子どもでも、ネットの世界であれば活躍できる。最近

のネットのゲームは、チームで行うゲームもあって、そのチームの中で役割があって、自

分の存在感をすごく持っている。でも、現実の世界では、自分の立つ場所がないだとか、

そんな事を感じているのかなと思っています。 

不登校の子どもも、立場が変わればとてもいきいきとして行動することがあります。

例えば野外活動に行ったときに、自分が先だって探検にいくだとか。 

学校というものが、子どもにとって自分が期待されてる、そして子どもたちも期待に

応える、そういう存在感を感じる場所であってほしいと思いました。 

学校の在り方も、目標点がもう少し低くて、みんなが到達して、みんなが達成感を感

じられるものがあれば、いじめも少なくなると思いますし、不登校も減るのではないの

かなと思いました。 
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１２ 政策４ 結び合い、学ぶ合う社会教育の推進 

 

施策 13 人を育む社会教育の充実                          

施策 14 学び合う生涯学習機会の充実                        

施策 15 学びと活動・活躍の循環  

 

                          

１２－１ 政策４に関する懇談会の意見 

 

○人を育む社会教育の充実について 

今までの生涯学習という団体は、自分たちの困った問題を解決したり、興味のある問題

に対して集まっていたのだと思いますが、災害だとか、エコの問題だとか、Ｓｏｃｉｅｔ

ｙ5.0 時代の到来だとか、こうした新しいものに対して勉強していくというのは、なかな

か市民の方から生まれていくというのは難しいと思いますので、こうしたものをコーディ

ネートしてくれる方、すべてを教育委員会が行うというのは大変だと思いますので、そう

いったことをコーディネートできる市民組織があるといいと思いました。 

生涯学習の講座を開設して、もし不人気で人が集まらなくても、その分析はしながらも、

３年たったら芽が出るものだとか 5 年たったら芽が出るものだとかがあると思いますの

で、短期間で成果を求めるだとかそういうことはせずに、長い目で見て、時代に必要な講

座を行っていっていただきたいなと思いました。 

各地区の生涯学習アドバイザーの先生方の重要性をとても感じています。 

やわらかく柔軟性を持って、いろんな方々の興味関心を引き出してくれていて、そう

いうやわらかさをもってコーディネートしてくださっています。 

 町内会でも連合町内会の場でも、生涯学習アドバイザーの話題になったことがほとん

どありませんでした。私も知らなかったので、生涯学習アドバイザーの方がなにをやっ

ていてどこにいるのか、もう少し情報発信したりしていただけけるような仕組みを作っ

てほしいと思いました。 

 市民総合文化祭について、市民の方の知名度が低いことが課題だと思っています。知名

度を高めるためには、チラシを作るなどものすごいお金がかかります。 

知名度を高めたくて、たくさんの人と分かり合いたいんだけど分かり合えない、分かっ

てもらえないというところが困っています。 

市民総合文化祭は、今年で 46 回目になります。 

昔はみなさん一生懸命意欲的にやってくださっていましたが、実行委員会の方の高齢化

が進んでいて、最近はやりたい人ができなくなってきてしまっています。そして、若い人
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がそういう趣味の会に入ってくるのが、なかなかなくなってきているので、そういう力が

なくなってきているのが困っています。 

生涯学習ですごくいいことをやりたいと言っているのですが、そういうところが不足

しているのかなと思いました。 

○学びと活動・活躍の循環について 

町内会に回覧してくださいという依頼がくるのですが、毎月たくさんの文書がきます。

依頼する方は 1 枚かもしれないのですが、受ける方は１５枚とかになります。１５枚も 

回覧で回すとどれが重要なものかわからなくなってしまう問題があると思いました。 

町内会も高齢化が進んでいて、町内会では回覧するときにそういう家庭には直接玄関先

に行って大事な内容を伝えています。 

そういった中で町内会の回覧で周知を行うというのは大変な作業になります。 

周知の方法について、町内会の回覧で周知しているだけではなく、抜本的な仕組み作り

も大切だと思いました。 
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１３ 政策５ スポーツ活動の推進 

 

施策 16 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進                  

施策 17 競技スポーツへの支援                            

施策 18 スポーツライフの充実と環境整備  

 

１３－１ 政策５に関する懇談会の意見 

 

○競技スポーツへの支援について 

文化賞の表彰と同時にされたスポーツ賞の表彰について、励みになるのでぜひ続けて

いただきたいと思いました。 

どこまで表彰するのかというのもありますが、モチベーションのアップにつながると

思いました。               

○スポーツライフの充実と環境整備について 

子どもたちや学生がちょっと学校の体育館を使いたくても、部活で使っていたりして

いて飽和状態でなかなか使えない状況です。 

市民の方が、ちょっとスポーツをしたいと思ったときに、気軽にすぐに使える施設が

身近にあるとよいと思いました。 

 

１４ 政策６ 芸術文化活動の振興 

 

施策 19 だれもが参加できる地域文化の振興                      

施策 20 創造と交流を生む芸術文化活動の展開                      

 

１４－１ 政策６に関する懇談会の意見 

 

○誰もが参加できる地域文化の振興 

西の里地区において、西の里の文化祭は小学校のステージを使わせてもらってお

り、照明等はとても充実していていいのですが、パネル展示に使用するパネルは東記

念館からお借りしており、そのパネルの老朽化などが進んでいて、来年度以降の開催

にとても悩んでいます。計画的に更新していっていただければと思いました。 
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１５ 政策７ 郷土愛を育む教育活動の推進 

 

施策 21 エコミュージアム構想の推進                        

施策 22 文化財の保存と活用                            

 

 

１５－１ 政策７に関する懇談会の意見 

 

○エコミュージアム構想の推進 

外部から転入してこられた市民の方が、北広島市のことを好きになってもらうことが

大事だと思っていまして、市民として、北広島市のいろいろなことを知ってもらうため

のオリエンテーションの機会などがあったらよいなと思いました。例えば、転入してか

ら一定期間、エコミュージアムのコーヒーが無料で飲めたり、入館料が無料となったり、

そういう取り組みを進めることで北広島が好きになってくれるのではないのかなと思い

ました。 

このまちが、自分をとても大事にしてくれて、仲間に加わってもらいたいなと感じて

もらうことで、北広島に愛着をもってくれて、それが自分の子どもたちにも愛着を持っ

てもらえるような行動につながるんじゃないかなと思いました。 

 

 私が市民大学を受講したきっかけは、地域の役員をすることになって、わかってるつ

もりでも北広島のことをわかっていないこともあって、それをおさらいしようと思って

受講しようと思ったのが動機でした。北広島市の事を再確認と再発見できるよい機会に

なったと思いました。 

エコミュージアムも図書館も利用者あってのものではありますが、所蔵、保管は行政

の大きな責務であることを周知しておきたいと思いました。 

 展示や閲覧など利用方法の進化も重要ですが、蔵書、所蔵文化財の維持管理が基本に

あることを忘れないようにしておきたいと思います。 

 集客や利用について考えることは大切ですが、「あるべきものがいつもそこにある」こ

との大切さを私たち関係者も含めてあらためて意識すべきだと思いました。 
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１６ 政策８ 生涯にわたる読書活動の推進 

 

施策 23 図書館サービスの充実                           

施策 24 地域まるごと読書活動支援の充実                      

 

 

１６－１ 政策８に関する懇談会の意見 

 

○図書館サービスの充実について 

図書館サービスについて、高齢者の方が多くなって、図書館まで来館するのが大変に

なり本を読む機会が少なくなってしまうことが考えられるので、宅配事業などの拡充を

していっていただきたいと思いました。 

あるお年寄りの方がタブレット端末で本を読んでいるのを見て、私が「斬新だね」と

声をかけると、字が大きくできたりできるからとお答えいただきました。デジタル化と

いうと最先端という発想だとかとっつきにくいという発想になるかもしれないですが、

便利に使うという発想で高齢者向けにデジタル化を進めていただくというのも大事かな

と思いました。 

障がいのある方も本を楽しむことができるよう、読み上げ音声サービスなどのデジタ

ル化などの充実をしていっていただきたいなと思いました。 

エコミュージアムも図書館も利用者あってのものではありますが、所蔵、保管は行政

の大きな責務であることを周知しておきたいと思いました。 

 展示や閲覧など利用方法の進化も重要ですが、蔵書、所蔵文化財の維持管理が基本に

あることを忘れないようにしておきたいと思います。 

 集客や利用について考えることは大切ですが、「あるべきものがいつもそこにある」こ

との大切さを私たち関係者も含めてあらためて意識すべきだと思いました。 

○地域まるごと読書活動支援の充実 

大曲で行われているまちなか司書の評判がとてもよいと聞いておりますので、ぜひ全

市に広げていただきたいと思っています。 

人員の確保もあると思いますが、お父さんやお母さんたちは仕事などで、図書館を訪

れる時間がなかなか取れないと思います。土日にしても読み聞かせをしていると、保護

者の方は本当に忙しい時間の中来てくださっていることを感じています。そうした状況

の中で、直接保育園などに来てくれるのは、とても助かると思いました。 

自然に子どもが本を手に取ることができるのは、とても素晴らしい環境だと思うの

で、ぜひ全市に渡って広げていただきたいと思いました。 
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１７ 政策９ 開かれた教育行政の推進、確かな教育行政の運営 

 

施策 25 開かれた教育行政の推進                      

施策 26 確かな教育行政の運営                      

 

 

 

１７－１ 政策９に関する懇談会の意見 

 

○開かれた教育行政の推進について 

教育委員の組織やメンバー、報酬や活動などを含めて、どのようなことをしているの

かを大半の市民の方は知らないのではないのかなと思いました。 

もっと市民の方に知ってもらえるような仕組みづくりが必要だと思いました。 

開かれた教育行政としては、これからの時代、明らかにつまびらかにしていかなけれ

ばならないと思いますし、そうしたことを進めることで、今どのようなことが必要なの

かを市民の方と共有できて、市民の方からいいアイデアが出てきたり、地域で担えると

ころは地域で担うという発想になってくるのかなと思いました。 
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